
   

韓
国
の
「
ナ
ヌ
ム
」
の
家
か
ら
ハ

ル
モ
ニ
を
迎
え
「
交
流
と
学
習
の
つ

ど
い
」
が
１
月
３１
日
大
阪
市
内
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
阪
平
和
委
員
会
女

性
委
員
会
と
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大

阪
の
共
催
。
会
場
に
は
淡
路
島
や
奈

良
か
ら
の
参
加
も
あ
り
定
員
オ
ー
バ

ー
の
１
３
４
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

司
会
の
片
方
真
佐
子
副
会
長
に
よ

る
開
会
宣
言
後
、
小
林
徳
子
会
長
が

ハ
ル
モ
ニ
た
ち
に
歓
迎
の
意
を
込
め

挨
拶
。 

次
に
寺
沢
勝
子
弁
護
士
が
、
旧
日

本
軍
「
慰
安
婦
」
制
度
、
安
倍
首
相

ら
の
河
野
官
房
長
官
談
話
へ
の
攻
撃
、

昨
年
１２
月
２８
日
の
日
韓
合
意
の
本

質
に
つ
い
て
解
説
・
批
判
し
、
「
日

本
政
府
の
責
任
を
明
確
に
し
、
真
摯

な
謝
罪
表
明
と
適
切
な
補
償
を
含
む

解
決
を
め
ざ
し
、
被
害
女
性
へ
の
中

傷
や
問
題
を
否
定
す
る
試
み
を
止
め

る
よ
う
求
め
る
」
（
２
０
１
４
・
８
・

２９
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最

終
見
解
）
必
要
が
あ
る
と
講
演
し
ま

し
た
。 

続
い
て
、
伊
倉
か
ゑ
子
日
本
コ
リ

ア
協
会
・
大
阪
理
事
が
、
昨
年
「
ナ

ヌ
ム
」
の
家
を
訪
問
し
ハ
ル
モ
ニ
と

交
流
し
た
経
験
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら

れ
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
が
登
場
。
最
初
に
、

安
信
権
（
ア
ン
・
シ
ン
ゴ
ン
）
「
ナ

ヌ
ム
」 

   

ヌ
ム
」
の
家
所
長
が
挨
拶
。
所
長
は
、

「
ナ
ヌ
ム
」
の
家
は
旧
日
本
軍
に
よ

る
性
奴
隷
被
害
者
が
共
同
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
説
明
し
、
昨
年

末
の
日
韓
合
意
は
被
害
者
へ
の
安
倍

首
相
直
々
の
謝
罪
が
伴
わ
な
い
も
の

だ
と
批
判
し
ま
し
た
。
次
に
李
玉
善

（
イ
・
オ
ク
ソ
ン
）
ハ
ル
モ
ニ
が
、

過
酷
な
運
命
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た

時
に
受
け
た
銃
剣
に
よ
る
腕
の
傷
を

見
せ
な
が
ら
、
１４
歳
で
連
行
さ
れ
旧

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
（
こ
の
表
現
は

許
せ
な
い
と
オ
ク
ソ
ン
さ
ん
は
語
気

荒
く
言
い
ま
し
た
）
に
さ
れ
た
壮
絶

な
人
生
を
語
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
か
っ

た
姜
日
出
（
カ
ン
・
イ
ル
チ
ュ
ル
）

ハ
ル
モ
ニ
も
加
わ
り
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
と
ギ
タ
ー
演
奏
で
「
イ
ム
ジ
ン

河
」
や
「
ア
リ
ラ
ン
」
を
皆
で
合
唱

し
ま
し
た
。
歌
で
元
気
が
出
た
姜
ハ

ル
モ
ニ
は
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を
歌

い
だ
し
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
全
員
合

唱
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪

の
飯
田
光
徳
理
事
長
が
閉
会
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
中
高
生
が
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
す
る
と
と

も
に
多
額
の
カ
ン
パ
を
集
め
ま
し
た
。 

《
感
想
文
の
紹
介
》 

（
寺
沢
弁
護
士
の
講
演
に
つ
い
て
）

「
歴
史
が
よ
く
わ
か
っ
て
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
『
日
韓
合
意
』

は
問
題
で
あ
る
こ
と
よ
く
わ
か
り
ま 

    

し
た
」 

 

（
ハ
ル
モ
ニ
の
証
言
に
つ
い
て
） 

「
イ
・
オ
ク
ソ
ン
さ
ん
の
心
か
ら

の
証
言
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
お
話
を
必
ず
生
徒

た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
」 

（
伊
倉
さ
ん
の
交
流
報
告
に
つ
い

て
） 

「
私
も
韓
国
に
学
習
旅
行
し
た
く

な
り
ま
し
た
」 

（
楽
器
演
奏
に
つ
い
て
） 

「
手
作
り
感
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
」 

 

な
お
、
つ
ど
い
の
後
、
大
阪
平
和

委
事
務
所
で
翌
日
帰
国
す
る
ハ
ル
モ

ニ
た
ち
を
囲
み
３０
人
で
「
た
こ
焼
き

パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
。
二
人
の
ハ
ル

モ
ニ
に
は
清
水
節
子
大
阪
平
和
委
常

任
理
事
ら
が
点
て
た
お
茶
と
和
菓
子

も
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

   
    

        

 

平
和
友
好
大
阪
連
絡
会
（
大
阪
平

和
委
員
会
な
ど
１０
団
体
で
構
成
）
は
、

「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
統
一
署

名
」
宣
伝
行
動
を
２
月
１５
日
正
午
か

ら
近
鉄
上
本
町
駅
頭
で
実
施
。
上
羽

事
務
局
長
と
岩
田
大
阪
原
水
協
理
事

長
、
大
島
大
阪
平
和
遺
族
会
代
表
は

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
「
２
０
０
０
万
統

一
署
名
を
成
功
さ
せ
、
戦
争
法
と
憲

法
改
悪
を
止
め
よ
う
」
「
戦
争
法
を

止
め
、
戦
没
者
遺
児
を
再
び
出
さ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
訴
え
、
他
の

参
加
者
は
道
行
く
人
た
ち
に
連
絡
会

が
独
自
作
成
し
た
「
あ
な
た
の
署
名

が
戦
争
法
を
止
め
る
」
と
い
う
内
容

の
カ
ラ
ー
ビ
ラ
（
畑
田
重
夫
日
本
平

和
委
員
会
代
表
理
事
が
絶
賛
）
を
渡

し
な
が
ら
署
名
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
風
が
強
く
て
寒
い
中
で

し
た
が
、
参
加
者
が
５
団
体
２２
人
（
中

央
区
の
一
人
含
む
）
と
多
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
短
時
間
の
う
ち
に
４５
筆

の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

          

 

 

天
王
寺
レ
ッ
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

２
月
２
日
桃
谷
Ｎ
Ｔ
Ｔ
病
院
前
で
７

人
で
２
０
０
０
万
統
一
署
名
宣
伝
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
病
院
帰
り
の

人
が
多
く
、
一
旦
通
り
過
ぎ
て
ま
た

戻
っ
て
署
名
す
る
な
ど
２
人
に
１
人

が
協
力
し
て
く
れ
る
反
応
の
よ
さ
。

ひ
と
り
で
２４
筆
集
め
る
猛
者
も
出
て

全
体
で
４２
筆
集
ま
り
ま
し
た
。 
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今月の言葉―「紛争の火種を温存」 
いま日本では南シナ海の南沙諸島、西沙諸島問題

について単純に中国を非難する人が多いが、現代の
日本自身と米国に大きな責任がある問題であるこ
とを忘れてはならない。米国は北方領土問題を含め
極東・アジア太平洋の領土問題をサンフランシスコ
対日平和条約で「未解決の問題」として残した。こ
の地域に紛争の火種を温存し米軍のこの地域での
駐留の「正当性」の証明にしようとした。 

南沙諸島、西沙諸島を巡る問題も同様である。
（『マルクスなら今の世界をどう論じるか』   

聴涛弘著 かもがわ出版） 



 

１
月
２４
日
投
票
の
宜
野
湾
市
長
選

挙
で
、
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
志
村
恵

一
郎
候
補
は
、
得
票
数
２
万
１
８
１

１
票
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
勝
利
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
阪
平
和
委
は
、
４０
万
円
以
上
の

カ
ン
パ
を
集
め
、
１０
人
以
上
の
現
地

支
援
者
を
宜
野
湾
市
内
に
お
か
れ
た

沖
縄
統
一
連
事
務
所
に
派
遣
し
ま
し

た
。
現
地
支
援
者
た
ち
は
、
連
日
の

冷
た
い
風
雨
の
中
、
こ
の
事
務
所
を

拠
点
に
、
一
番
ハ
ー
ド
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
や
対
話

活
動
に
終
日
取
り
組
み
ま
し
た
。
現

地
で
の
反
応
の
良
さ
か
ら
す
る
と
５

８
５
７
票
差
（
前
回
は
９
０
０
票
差
）

で
志
村
さ
ん
が
敗
北
し
た
の
は
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。 

一
部
で
は
、
現
職
の
強
み
、
志
村

候
補
の
出
馬
の
遅
れ
、
辺
野
古
移
設

の
争
点
か
く
し
な
ど
が
、
今
回
の
敗

因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

即
断
は
避
け
じ
っ
く
り
総
括
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

 
 

 
 

２
月
４
日
平
和
友
好
大
阪
連
絡

会
は
、
京
都
市
長
選
本
田
久
美
子
候

補
の
支
援
の
た
め
京
都
入
り
し
ま

し
た
。
４
団
体
８
人
は
、
西
院
の
ラ

ボ
ー
ル
で
の
意
思
統
一
の
後
、
四
条

烏
丸
に
移
動
し
、
本
田
候
補
押
し
上

げ
の
た
め
ビ
ラ
配
布
と
コ
ー
ル
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
池
晃
日
本

共
産
党
副
委
員
長
を
主
弁
士
と
し

た
街
頭
演
説
会
に
聴
衆
と
し
て
参

加
。
大
阪
平
和
委
か
ら
は
近
藤
理
事

長
と
事
務
局
長
の
二
人
が
参
加
す

る
と
と
も
に
、
京
都
連
絡
会
に
カ
ン

パ
を
渡
し
ま
し
た
。 

本
田
候
補
の
得
票
は
、
１２
万
９
千

票
余
（
得
票
率
３２
・
４
％
）
。 

           

 

 

大
阪
市
議
会
開
会
日
の
２
月
１６
日

大
阪
市
対
策
連
絡
会
議
等
の
呼
び
か

け
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
役
所
前
の
広
場
で
の
集

会
で
は
尾
上
日
本
共
産
党
大
阪
市
議

が
「
今
議
会
は
民
営
化
や
統
合
議
案

が
争
点
。
市
民
の
く
ら
し
と
安
全
、

福
祉
と
教
育
を
守
る
た
め
議
会
で
奮

闘
す
る
」
と
決
意
を
表
明
。
次
に
各

団
体
か
ら
の
発
言
の
後
、
１
４
０
人

の
参
加
者
は
、
「
カ
ジ
ノ
と
リ
ニ
ア

は
い
ら
ん
」
「
地
下
鉄
の
民
営
化
も

い
ら
ん
」
「
都
市
格
を
下
げ
る
『
副

首
都
』
反
対
」
な
ど
と
コ
ー
ル
し
な

が
ら
大
阪
市
役
所
の
周
り
を
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。
大
阪
平
和
委
の
事
務

局
か
ら
も
１
人
参
加
し
ま
し
た
。 

    
 

                              

  

 
                                
      

                                        

2101 号  第三種郵便物認可   平 和 新 聞   2016 年 2 月 25 日（木曜日）（2）  

リラン・バクレー監督 

「ザ・思いやり」 
ドキュメンタリー映画大阪市内上映会 

一人のアメリカ人が米軍への思いやり予算の実態を映画化 
…衝撃の問題作 

 
◇３月２１日（休・月） 

上映時間 ① 1３：１５ ② 1５：１５  
◇たかつガーデン２階コスモス 

＊資料代 500 円（青年学生 200 円） 
 
◇主 催  大阪平和委員会 

３月の行事案内 
1 日（火）ビキニデー集会 

       13:00 焼津市文化センター 
4 日（金）「辺野古基地は許さない」Ⅱ学習会 

       18:30 エルおおさか南館 734 号室 
5 日（土）なくせ原発！大阪集会＆パレード  

       14:00  中央公会堂 
20 日（日）日本平和委員会青年研修会・滋賀  
       13:00 清浄山金念寺 

田
中
薫
常
任
理
事
が
逝
去 

田
中
薫
常
任
理
事
が
１
月
２４
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
６４
歳
で
し
た
。 

薫
さ
ん
ら
は
、
安
倍
内
閣
の
改
憲
へ
の
動

き
の
中
３０
人
の
仲
間
を
増
や
し
２
０
１
３

年
５
月
１２
日
堺
平
和
委
員
会
の
再
建
総
会

を
開
催
。
薫
さ
ん
は
そ
の
事
務
局
長
に
。「
き

ち
ん
と
新
聞
を
届
け
、
集
金
し
、
活
動
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
仲
間
一
人
ひ
と
り
と
関
係

を
深
め
て
い
き
た
い
。
入
っ
て
く
れ
た
人
が
、

ま
た
新
た
に
仲
間
を
誘
い
た
く
な
る
よ
う
な

平
和
委
員
会
に
し
た
い
な
」
と
の
こ
と
ば
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
堺
を
は
じ
め
と
す

る
平
和
委
員
会
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
が

薫
さ
ん
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

統一連・新垣さんにカンパを渡す

四条烏丸での街頭宣伝 


